
 

２０２２年度事業計画（案） 

 

１ 事業概要 

 １．１ 事業方針 

新型コロナウイルスの完全なる収束が見えない中，ロシアによるウクライナの侵攻，

原油価格の高騰，物資不足など，先行きの不透明感は依然として払拭できておらず，今

後の難しい経済環境が予想されています。特に地方都市は真っ先にそのマイナスの影響

を受け易いことから予断が許さない状況といえます。 

一方で，新型コロナウイルスの影響は，働き方，生活様式，社会そのものを大きく変

化させました。中でもＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）への取組，ＩｏＴ，

５Ｇ，ＡＩ，セキュリティなど，新たなソリューションは確実に増加しました。この先

行きが読めない時代にこそ，実は「イノベーションの機会」があるといえます。 

本年は，昨年延期とした「ひろしまＩＴ総合展２０２２」の開催年となります。魅力

的なＩＴ分野の最先端の技術やトレンドとともに，社会の大きな変化に対し，ＩＴにこ

そ重要な役割があることを地域の皆様にしっかりお伝えしたいと考えております。そし

て新たなＩＴ需要の創出とともに，地域の経済活性化に寄与いたします。 

そしてＨＩＡでは，引き続き「ＨＩＡビジョンと戦略」に基づき，会員企業の成長と

高収益化，イノベーションの牽引，広島県の産業振興に寄与することに注力し，会員企

業のメリットとなる活動を積極的に取り組んで参ります。 

ＨＩＡの活動の基本単位は委員会・部会活動です。会員の皆様の参画あってこその活

動です。今後も新たな潮流やビジネスチャンスのキャッチアップを行う活動を積極的に

実施いたします。そして互いのビジネスに繋がるための交流や商談機会の創出にも取り

組んでいく考えです。皆様の積極的なご参加を何卒よろしくお願いいたします。 

 

＜ＨＩＡビジョンと戦略＞  

（１）ビジョン 

・ 会員企業の成長と高収益化を実現する 

・ ＩＴを中核技術として産業・生活におけるイノベーションを牽引する 

・ グローバル化する成長市場への対応を通じ，情報通信産業の健全な発展と広

島県の産業振興に寄与する 

（２）戦略 

・ 新たなＩＴ潮流のキャッチアップ 

・ アジア圏を主としたグローバル化への対応 

・ 地域ＩＴ需要の創出 

・ 高付加価値な事業転換への対応 

・ 情報技術・経営力の強化に資する人材育成 

 １．２ 重点事業 



（１）ひろしまＩＴ総合展２０２２の開催 

３年ぶりとなる「ひろしまＩＴ総合展２０２２」を１０月に開催いたします。最

先端のＩＴ製品・サービスの展示と先進的な講演・セミナーにより，時代のトレン

ドとともに，社会の大きな変化に，ＩＴにこそ重要な役割があることを地域の皆様

にしっかりお伝えします。そして新たなＩＴ需要の創出とともに，地域の経済活性

化に寄与いたします。多くの皆様のご参画を何卒よろしくお願い申し上げます。 

（２）新たなビジネスチャンスへの対応 

経営委員会において，広島県，広島市，中国経済産業局，中国総合通信局や各企

業団体からの情報提供や新たなビジネスモデルの構築，デジタルトランスフォーメ

ーションの推進を目的としたセミナー等の開催を企画し，ＩＣＴ企業経営者を支援

します。 

（３）先端的ＩＴ技術のフォローアップ 

技術委員会及びＨｉＢｉＳ特別委員会において，ＩｏＴ，ＡＩ，情報セキュリテ

ィの技術動向の研究に加え，５Ｇ，ＲＰＡなど，さらなる新たな潮流となるＩＴ技

術の研究を進めて参ります。 

（４）優秀なＩＴ人材確保のための支援 

人材開発委員会において，高度なＩＴ人材やイノベーション人材の育成と，経営

者セミナーの開催に加え，会員企業の深刻なＩＴ人材の確保のための支援活動を進

めて参ります。 

（５）会員企業とユーザ企業・行政・教育機関との交流強化 

様々な業界のＩＴを活用されるユーザ企業，行政ならびに各種団体，大学や専門

学校などの教育機関など，多くの皆様との積極的な交流の機会を提供します。交流

を通じて新たなビジネスの拡大に繋げます。 

（６）グローバル化への対応 

劇的に変化し続けている国際情勢の中で，国外における最新のＩＴ技術レベルや

ＩＴ技術活用の状況をキャッチアップし，会員企業の国際的な対応を支援するため

の企画に取り組みます。 

（７）会員同士の交流と会員増強 

会員同士の交流を深める活動と同時に，広報活動を通じて会員数を増強し，広島

県下のＩＴ企業の組織化率の向上（会員の増強）に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 事業計画 



 ２．１ 会議の開催 

    重要議案審議のため，つぎのとおり会議を開催します。 

     （１）通常総会   年１回  ５月 

     （２）臨時総会   必要に応じて随時 

     （３）理事会    原則として，毎月第２火曜日（８月，２月は休会） 

     （４）三役会議   必要に応じて随時 

     （５）各委員会   必要に応じて随時 

     （６）各部会    必要に応じて随時 

 

 ２．２ 委員会活動 

  経営委員会 

１ 事業方針 

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）が進められている中，新型コロナウイルス

感染症の影響が長期化しており，デジタル化に遅れも出てきています。ウィズコロナ・ポ

ストコロナの時代の変化に向けて，ＩＣＴ企業への期待は，ますます高まるばかりです。 

ＩＴの役割が変化する中で，広島県，広島市，中国経済産業局，中国総合通信局や各企業

団体からの情報提供や事業・業種転換などを検討されている経営者・事業責任者の方々へ

のセミナー等の開催を企画し，ＩＣＴ企業経営者を支援します。 

 

２ 事業計画 

（１）定期委員会の開催 

・ 会員の経営者間で情報交換・協議を行います。 

・ 活動計画を協議し実施します。 

     

（２）セミナーの実施 

・ 需要や売上の回復が期待し難い中，新分野展開，事業・業種転換など検討されてい

る経営者・事業責任者等の方々に，「事業再構築」をテーマに，ケーススタディを中心

としたセミナーを開催します。 

 

（３）情報提供の実施 

・ 広島県，広島市，中国経済産業局，中国総合通信局や各企業団体からのセミナー情報

や最新情報などを会員企業に情報発信します。 

 

技術委員会 

１ 事業方針 

会員がＩｏＴ，ＡＩ，データサイエンス等の最先端の知識や実装技術を習得すること

を目的としたセミナー等の開催や各種情報提供及び委員会参加企業の経営に資する見

学会等を実施します。また，セミナー等の企画立案を中心に毎月委員会を開催し，メン

バー同士の意見交換を行います。 

ＩｏＴ研究部会においては，実践的なＩｏＴ導入に特化した解決セミナーを技術委員 



会と合同で企画するとともに，前年に引き続き，より現場のＩｏＴの実態に則した知識・  

技術の習得のための講習会を開催企画します。 

 

２ 事業計画 

（１）定例委員会の開催 

① 最新技術情報の交換を行います。 

② 協会が主催する各種行事への対応を協議し遂行します。 

③ 活動計画を協議し実行します。 

 

（２）セミナーの開催 

① 年４回開催予定のセミナーで会員に役立つ情報を提供します。 

テーマとしては，ＩｏＴ，ＡＩ，データサイエンス，ロボティクス等の先端技

術を中心に企画します。また，ハンズオン形式による画像処理を用いた自律走行

の基本を学ぶセミナーを企画します。 

② 委員会メンバーが相互に技術情報を提供するミニセミナーを開催します。 

③ 委員会参加メンバーの経営に資する見学会を企画し実施します。 

 

（３）「ひろしまＩＴ総合展２０２２」 

「ひろしまＩＴ総合展２０２２」の実施に向けて，セミナーの講師招聘等を企

画委員会と協力して検討する。 

 

（４）ＩｏＴ研究部会 

① 実践的なＩｏＴ導入に特化した解決セミナーを技術委員会と合同で企画開催

します。 

② 参加企業のＩｏＴ課題を解決するための計測制御講習会を開催します。 

 

  人材開発委員会 

１ 事業方針 

（１）高収益型事業構造を実現するための人材育成に取組みます。 

（２）コロナ禍で急激に企業の採用活動が消極的になる一方，アフターコロナに対応

可能な高度ＩＣＴスキル人材は大きく不足すると言われています。 

こうした急激な変化に対応するため，これからの人材採用・活用の在り方や新

時代の働き方への変革など長期的視野に立った課題への対応を行います。 

（３）地域の産業振興のために，地域ユーザ企業のＤＸ化に柔軟に対応できる高度Ｉ

ＣＴスキル人材の育成に取組みます。 

 

 

  



２ 事業計画 

（１）人材育成と教育機関との連携 

高付加価値事業領域への転換並びに情報技術，経営力強化に資する人材教育を推

進します。また，県内の大学・専門学校，ＩＴ人材教育機関と連携し，情報交換を

行うとともに，地元企業への採用活性化施策を検討・実施してまいります。 

 

（２）セミナーの実施 

コロナ禍における県内企業の業績悪化や人材採用意欲の減退など，県内経済活動

が低迷する一方，コロナ後の新しい市場に向けた人材獲得の動きは活発になって来

ています。特に，クラウドビジネス関連技術者やデータサイエンティストなどの高

度ＩＣＴスキル人材の採用は今後さらに難しくなってくると言われています。 

こうした時代への対応に向けて，従来から進めてきた経営者向けセミナー，若年

層向けセミナーを進めるとともに，これからの業界に必要な人材像とテレワーク等

の労働環境や働き方などに関してもセミナーを通じて情報提供して参ります。 

 

（３）ＤＸ時代の人材戦略に資する情報提供 

デジタルトランスフォーメーション時代の人材には，アナログからデジタルへの

変革を促し，データを戦略に展開するなど，企業環境の変化を予測して変革を支援

する高度かつ柔軟なスキルが求められます。 

これまでに無い人材の雇用や育成をどのように進め，業績につなげてゆくか，新

しい視点での会員企業の人材像に資する情報提供を行います。 

 

ＨｉＢｉＳ特別委員会 

１ 事業方針 

ＨｉＢｉＳのミッションである「広島におけるインターネットを活用したビジネス

の活性化」を実現するため，ＩＴ企業のみに限らずＩＴ業界以外の組織や個人の方が

参加できる機会を増やし，さらに各々の部会に顧問を設置することにより，産学連携

を強化することを大きな方針とし，これまでの各大学との連携をさらに強化して，若

年層の技術者や起業家の発掘に努めます。 

まず，毎年開催している「ＨｉＢｉＳインターネットビジネスフォーラム」を引き

続き開催する他，各部会からテーマを持ち寄り，「ＨｉＢｉＳオープンセミナー（仮）」

の開催を定期的に企画して行きます。これまでに実績のある一般社団法人テレコムサ

ービス協会との共催イベントを継続し，さらに独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰ

Ａ）及び公益財団法人広島市産業振興センターとの連携を深めていきます。 

また，インターネットセキュリティの分野においては，情報セキュリティに関する

技術的要件を中心に，最新動向と問題点等を調査・研究し，独立行政法人情報処理推

進機構（ＩＰＡ）と連携して「セキュリティ・ミニキャンプ」及び「ＳＥＣＣＯＮ」

を開催します。さらに，インターネットビジネスを展開する上で，最近話題になって

いるＩT トレンドとしてブロックチェーン技術やＮＦＴ、メタバースなどの重要性が



増してきていることから，ＩＴトレンド研究部会を中心として新たな技術やトレンド

にも取り組みます。 

以上のように今年度もＨｉＢｉＳは広島発のインターネットビジネスやベンチャ

ー企業の発掘を行うことで，業界および地域社会の情報化・高度化に取り組んでいき

たいと考えております。 

 

２ 事業計画 

（１）４つの部会活動 

① ＡＩ・ＩоＴ研究部会        ② ビジネスモデル研究部会 

③ インターネットセキュリティ部会   ④ ＩＴトレンド研究部会 
 

（２）ＨｉＢｉＳオープンセミナー（仮） 

ＨｉＢｉＳ内外及びメンバーの部会を超えた情報交換，親交を深める場として，

ＨｉＢｉＳオープンセミナー（仮）を開催します。ゲストスピーカーには，インタ

ーネットビジネスで活躍中の企業をお呼びし，ビジネスアライアンスの場を提供し

ていくことで，ＨｉＢｉＳの活動を知って頂き，同時にＨｉＢｉＳへの新規入会を

促します。さらに，産学連携の一環として，学校関係者（先生，学生）の参加を積

極的に進めて行きます。これまでのオンライン開催に加えて，会場での情報交流の

場を提供したハイブリッド開催で実施します。 
 

（３）ＨｉＢｉＳインターネットビジネスフォーラム（第２６回） 

インターネットビジネスに取り組まれている企業からビジネス事例を発表してい

ただく企画です。企業の部として，ＨｉＢｉＳのメンバーか否かを問わず，自薦他

薦形式で，中国エリアの企業もしくは当エリアで事業を展開する企業のビジネス事

例を募ります。また，学生の部として，起業家を目指す学生，ビジネスモデルを研

究している学生等からのビジネス事例を募集します。キャンパス枠（大学，専門学

校等）は，今回で１０回目を数えますが，広島県内の多くの学校から応募があり，

未来を担う人材のサポートの場として定着してきました。１０月（予定）には、事

前審査により選定した優秀ビジネス事例をフォーラムにて発表していただきます。

企業の部，学生の部からそれぞれ，一般社団法人テレコムサービス協会主催の全国

大会「Ｊａｐａｎビジネスデザイン全国発見＆発表会」への出場権または挑戦権が

与えられます。また，応募いただいた全ての発表原稿は，ＰＤＦにまとめ後日配布

予定です。 
 

（４）セキュリティ・ミニキャンプｉｎ広島２０２２ 

独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）および，セキュリティ・キャンプ実施

協議会では，次代を担う日本発で世界に通用する若年層の情報セキュリティ人材を

発掘・育成するため，産業界，教育界を結集した講師によるセキュリティ・キャン

プを実施し，それを全国的に普及，拡大していく取り組みを進めています。 

ＨｉＢｉＳではこの取り組みと連携して，昨年に引き続き，「セキュリティ・ミニ

キャンプ ｉｎ広島２０２２」を開催します。 



（５）ＳＥＣＣＯＮ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ ２０２２ 

ＳＥＣＣＯＮ実行委員会では，インターネットの利用が広がる中，さまざまなサイ

バー犯罪も増えてきており，その中でセキュリティ技術を学びながら，同時に倫理観

についても学ぶことができるＳＥＣＣＯＮ Ｂｅｇｉｎｎｅｒｓ２０２０を開催しま

した。 

しかしながら，特に地方の学生などは情報セキュリティやＣＴＦに興味を持ってい

ながらも，勉強会などで直接学ぶ機会が少なく，交流の場も著しく少ないのが現状です。 

そこで，ＨｉＢｉＳは，この取り組みと連携して，学生や社会人の方々が正しい倫理

観を持って情報セキュリティを学ぶためのＳＥＣＣＯＮ Ｗｏｒｋｓｈｏｐ２０２２を

開催します。 

 

（６）インターネットによる情報提供 

・ Ｗｅｂサイトを活用してＨｉＢｉＳの活動状況を周知します。 

・ ＳＮＳを活用した情報提供を積極的に行います。 

 

総務委員会 

 １ 事業方針 

事業計画と予算の立案・執行の本部機能を発揮し，各委員会の活動を側面より支援し

ていきます。具体的には事業計画および予算･決算の取り纏め，各種会議の取り纏め，

行政・外部団体とのパイプ役，更に各委員会に属さない業務も含め幅広い業務を事務局

と連携して行います。 

また，総務部長会では引き続き会員企業の労働環境向上を目指して，専門家を招いて

労務関連，法改正，ＳＤＧｓ，ダイバーシティ等についての勉強会を実施します。 

交流部会では会員の情報提供・情報交換を目的として，通常総会等で記念講演会，懇

親会を開催するとともに，会員相互の親睦を深めるため，コロナ感染状況を観ながらイ

ベントを企画します。 

また，ビジネス交流会の開催など会員以外の方々との情報交換・交流の場の提供に努

めます。 

海外視察部会では，海外のＤＸ事情に精通している方による講演会または研究会を

実施します。海外視察については，コロナウイルス感染の状況を見極めつつ，実施すべ

きかどうか慎重に判断する予定です。 

広報部会では協会の活動を内外に伝え理解いただくと共に，協会を活性化するため

の広報活動を行っていきます。 

 

２ 事業計画 

（１）総務委員会 

○ 事業計画と予算の執行に関わる業務全般 

○ 総会・賀詞交歓会の開催 

 

  



（２）総務部長会 

○ 総務部長会の開催（年４回程度） 

 

（３）交流部会 

○ 記念講演会，懇親会の開催（総会，賀詞交歓会） 

○ 会員親睦行事の開催   

○ ビジネス交流会の開催（年２回程度） 

 

（４）海外視察部会 

○ 講演会，研究会の実施 

○ 海外視察の実施についてはコロナウイルスの感染状況を見極め判断 

 

（５）広報部会 

○ 情産協ニュースの作成 

○ 情産協ホームページの運営 

○ 情産協ＳＮＳの運営 

○ 協会会員向けのメールでの情報提供 

〇 「ひろしまＩＴ総合展２０２２（仮称）」の広報活動 

 

企画委員会（ＩＴ総合展準備委員会） 

１ 事業方針 

「ひろしまＩＴ総合展２０２２（仮称）」の開催に向けた準備・企画検討を行います。 

昨年度，新しい試みとして開催した「ひろしまＷＥＢ展示会２０２１」の経験を活か

したＷＥＢ展示会とリアル展示会を組み合わせたハイブリット開催とします。 

また，コロナの状況によっては「ひろしまＷＥＢ展示会２０２１」にさらに工夫を凝

らしブラッシュアップしたＷＥＢ展示会の開催も検討致します。 

コロナ禍の終息も想定できない状況ですが，行政機関や各種団体との連携（共催・後

援等）を深め，広島のＩＴ業界と地域産業の発展に寄与できるよう，イベントの成 

功に向けて取り組んでまいります。 

 

２ 事業計画 

（１）準備委員会の組織編制 

（２）準備委員会の開催 

（３）行政機関，関連団体との連携協議 

（４）開催企画書（案），収支予算（案）の作成 

（５）開催当日の運営 

 


